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ホウレン草抽出液
 （抽出液に農薬

 
0.02ppm添加）
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拡大
DRSの結果から、この微小なピークに、

メタミドホスがホウレン草の夾雑物と

重なっていることが分かりました

食品サンプルは、多くの

夾雑物が存在するため、

未知の農薬を探し出すのは、

非常に困難です。

このような場合、DRSが威力を

発揮し、次ページのレポートを

自動出力することができます。
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DRSの結果より、ジクロルボスは、

この微小ピークとして

検出されていることが

分かりました

11.00 11.10 11.20 11.30 11.40 11.50 11.60 11.70 11.80 11.90

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

180000

200000

220000

240000

260000

280000

300000

320000

340000

360000

380000

400000

420000

440000

460000

 時間-->

アバンダンス

TIC: PEST134.D\DATA.MS

拡大

DRSの結果より、ホレートは、

ここに隠れていることが

分かりました
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・ジクロルボスが、

0.04ppm検出（半定量）

・スペクトル一致率は、

65％

・リテンションタイムの

ずれは、-0.1秒

デコンボリューションレポーティングソフトウェア（DRS）による
 未知農薬のスクリーニング結果その1

・メタミドホスが、

0.03ppm検出（半定量）

・スペクトル一致率は、

51％

・リテンションタイムの

ずれは、-0.4秒
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デコンボリューションレポーティングソフトウェア（DRS）による
 未知農薬のスクリーニング結果その1（続き）

・ホレートが、

0.02ppm検出（半定量）

・スペクトル一致率は、

61％

・リテンションタイムの

ずれは、-0.2秒
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玄米抽出液（抽出前に農薬
 

0.05ppm添加）
 前処理：厚生労働省通知一斉試験法（2倍濃縮）

拡大

DRSの結果から、このピークの

立ち上がり部分に、

パラチオンメチルが隠れている

ことが分かりました

食品サンプルは、多くの

夾雑物が存在するため、

未知の農薬を探し出すのは、

非常に困難です。

このような場合、DRSが威力を

発揮し、次ページのレポートを

自動出力することができます。

DRSの結果より、このピークに、

パラチオンが玄米の夾雑物と

重なっていることが

分かりました
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デコンボリューションレポーティングソフトウェア（DRS）による
 未知農薬のスクリーニング結果その2

・パラチオンメチルが、

0.03ppm検出（半定量）

・スペクトル一致率は、

67％

・リテンションタイムの

ずれは、-0.2秒
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デコンボリューションレポーティングソフトウェア（DRS）による
 未知農薬のスクリーニング結果その2（続き）

・パラチオンが、

0.03ppm検出（半定量）

・スペクトル一致率は、

41％

・リテンションタイムの

ずれは、-0.7秒
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GC/MS分析条件
 （厚生労働省通知一斉試験法）

装置：Agilent

 

6890N GC/5975 inert MSD、7683Bオートサンプラー

スクリーニング用ソフトウェア：Agilent G1716AAデコンボリューションレポーティングソフトウェア（DRS）

データベース：Agilent G1675AAポジティブリスト農薬用データベース

カラム：J&W DB-5ms 30m, 0.25mm, 0.25µm

注入量：2µl

注入法：スプリットレス

注入口圧力：8.15psi (定流量モード、リテンションタイムロッキング（RTL）使用)

SIM/Scan同時取り込みモード
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コメント

DRSは、多くの夾雑物が存在する食品サンプル中から微量農薬を自動検出（約2分）すること

 ができます。日本のポジティブリスト農薬（厚生労働省通知一斉試験法GC/MS条件：

 431化合物）、あるいは世界的に広く使われている農薬及び環境ホルモン（927化合物）

 の2種類のデータベースを用意しており、幅広く農薬をカバーすることができますので、食

 品の危機管理の一つとして用いることができます。

DRSは、NIST AMDISのデコンボリューション機能により、夾雑物を排除したマススペクトル

 を取り出すため、スペクトル検索の精度が向上し、さらにリテンションタイムでの制限を併

 用することで確度の高い結果が得られます。さらに、データベース全登録化合物の平均

 レスポンスを用いる半定量値も得られます。
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